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 (1) 

(2) 

試験開始の指示があるまで、問題冊子および解答用紙には手を触れないこ と。

問題は2~llページに記載されている。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁 ・乱丁及び解答

用紙の汚損等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせること。

解答はすべて、 HBの黒鉛筆またはHBのシャープペンシルで記入すること。

マーク解答用紙記入上の注意

印刷されている受験番号が、自分の受験番号と一致していることを確認したうえで、氏名欄に氏名を

記入すること。

マーク欄にははっきりとマークすること。また、訂正する場合は、消しゴムで丁寧に、消し残しがな

いようによく消すこと。

マークする時一良い〇悪い C 悪い
-------------------|―-------------------------------
マークを消す時〇良い〇悪い〇悪い
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 (1) 

(2) 

(3) 

記述解答用紙記入上の注意

記述解答用紙の所定欄 (2カ所）に，氏名および受験番号を正確に丁寧に記入すること。

所定欄以外に受験番号 ・氏名を記入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

受験番号の記人にあたっては、次の数字見本にしたがい、読みやすいように、正確に丁寧に記入する

こと。

(4) 

数字見本 □] ロ] 2 I 3 i 4-I 5 I 6 I 7 I 8 
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受験番号は右詰めで記入し、余白が生じる場合でも受験番号の前に「0」を記入しないこと。

（例） 3825番⇒1万1: I :̂ 1 1 l.; | 
解答はすべて所定の解答欄に記入すること。所定欄以外に何かを記入した解答用紙は採点の対象外とな

る場合があるの

試験終了の指示が出たら、すぐに解答をやめ、箪記用具を置き解答用紙を裏返しにすること。

いかなる場合でも、解答用紙ば必ず提出すること。

試験終了後、問題冊子は持ち帰ること。
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I 問題文A、Bを読んで、下記の問い1~6に答えよ。 (45点）

問題文A

偏見はどのように形成されるものであろうか。最もよくそのメカニズムを表しているのが、 NHKが放映した 「ff

い［］、茶色い目」 である3 この番組では、1968年、アメリカアイオワ州ライスビルの小学校でジェーン・エリオッ ト

先生が子どもたちの人種差別に対する態度を変容させることを 目的に、模擬的な差別体験をさせる実験授業を行って

いる。クラスを肯いHと茶色い且の子どもに分け、「青い目の子はみんな良い了です。だから 5分余i汁に遊んでもよ

い」、一方、「菜色い目の子は水飲み場を使わないこと：，茶色い目のチはダメな子です」というように、肖い目の人は

俊れ、茶色い且の人は劣っていると決めて 1日を過ごすというものである。次の日 には茶色い目の人は優れ、肖い日

の人は劣っているとして生活させる 3 これを見ると、教室の子どもたちが青いl]の策団、茶色い目の集団に分けられ

カテゴリー化された状態から、ステレオタイプ、偏見、差別へと向かうメカニズムがよくわかる3 教室内にはあっと

いう間にマジ ョリ テ ィ 側と マ イ J リティ側 、 いじめる側といじめられる側の—.．項対立の縮図ができる。休み時間に偏

見や差別を受けた子どもたちがひどく傷つき悲しむ様子からは、偏見と娯別がいかに当事者を苦悩させるのかが読み

取れる，，また、優れたと言われたチどもは自尊心が高まり学業成緒にも反映されている梯千は、他の集団より自分た

ちが優れた所属集団の一員であるという 自己肯定感を獲得した結果生じたものと考えられ、社会的アイデンテイティ

理論からも説明できる。さらに、偏見をもち差別する側と差別される側の役割を交代することで、互いにマイノリテ

ィの立場を経験することができ［口：こ］的理解に向けた体験学習が可能となっている。

ここでは、カテゴリー化、 ステレオタイプ、偏見、差月l」のメカニズムについて説明する。まず、カテゴリーとはど

のようなものだろうか。 1叫家、民族、階級、職業、性、宗教など、ある特徴を持つ分類を指す．，カテゴリ-..^は単独で

存在せず、対照的カテゴリ ー（例 ．学生vsそれ以外の人）との区別がなければ意味をなさない。私たちの牛活の中

には多くの情報があふれているので、即座に情報を理解し行動を起こしたり 、人を認識したりするためには、まとめ

たり分類したりしてシ ョートカソトすることが便利であるため、カテゴリー化という方法を用いて情報を単純化し整

理しているJ そのことによって知党されやすくなっている。

ステレオタイプとは、限られた・・・・・・・面的な情報の中で、客観的な事実とは関係なく過度に一般化された、単純化され

た考えによ り形成される認知である。たとえば、 「日本人は勤勉だ」というように言われたときには、日本人には勤

勉な人も怠け者の人もいるのにかかわらず、十把・・絡げに自動的に他者判断をしてしまうのである。これはリップマ

ンが命名したもので、煩雑で情報過多の現実社会の中で、相手がどのような人かを即座に判断したいために、カテゴ

リー化に伴う固定化されたイメージであるステレオタイプを使J廿する。

偏見は、過度のカテゴリー化やステレオタイプに悲づいた態度で、実際の経険や根拠に焙づかずに、ある人々やあ

る国の人々に対してもつ否定的な感情や態度であるe 「00人だからずるい」「00人だからケチだよね」というと、
否定的な感情や評価を伴うため偏見になる。これはある程度継続し差別（行動）に向かう準備段階だと言われている。

差別とは、．I・「当な根拠がなくある人々や集団に対して不平等あるいは不利益な扱いをする行動で、否定的なステレ

オタイプや偏見から生まれる ことが多いn たとえば、当該集[Jiに対し悪l_」を言ったりすることが相当する。

に、ビエ］、亡の関連性については、たとえば「女性は00だ」という単純で偏ったカテゴリー
化から［三二lとなる。それが無意識のうちに 「女性は00だから信）］］できない」という評価や感情を伴う態度に
なるr つまり 「［口こ］」に変わりやすい。 ［三こ］はある程度継続していくため、こうした 「仁ロニ］」 をもっ

ている人が扉用する立場になった場合に、「女性は00だから△△会社に雇用しない」という行動を起こすと、それ

は 「仁ロコ」になってしまう。このように、カテゴリー化、 仁ロコ 、 仁ロコ 、 ［ロコは関連 してお り、

カテゴリ ー化から差別に至る構図がつくられてしまう恐れがある・O

社会し、理学では、偏見が生じる原因を個人差に注目した研究、認知傾向に注日した研究、集団闇関係に注目した研

究の3つから検討している。ここではそれを簡単に説明する。

まず、個人差に‘i主目した研究については、 ドイツの社会学者ア ドルノたちによるもので、彼は人種差別などの偏見

が個人の「権威主義的パーソナリティ」に起因すると考えているc 子どもの本能的欲求は、両親の過度に厳しいしつ

けなどによって抑圧され攻蒙性に置き換えられる。そのため、その標的は自分より弱く劣っていると見られる逸脱集

団や少数民族に向けられるc 両親を象徴する権威者には過剰な敬意と従順さを持ち、 内集団ではない人々（外梨団）

．には極端な敵意を示し、どんな問題の原囚も外集団に掃属させ自分たちには悪いと ころはないとする。このように、

偏見は個人の心理的機能の異常とみなされている,1950年代にはこの理論は支持されていたが、この理論の問題は、

偏見を個人のパーソナリテイの問題に起因させるため、個人の心理療法をしない限り偏見の低減を望めないこ とにな
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る点で限界がある。

認知傾向に注目した研究には、上述したカテゴリー化が挙げられる。私たちの現実社会ば情報過多で混沌としてい

るため、カテゴリー化によって主観的に単純化され整理されやすくなっている。人々は、人間をカテゴリー化する際、

人種カテゴリー、性別カテゴリー、年齢カテゴリーを基準に用いやすい。また、 カテゴリーの中でも内集団、外集団

に分けて認知している。内集団とは、 自分が所属している集団であり 、 外築団とは自分が所属 していない集1•llである。

内焦団に対しては一般的に内集団ひいきが生じ協力、平和、友好関係になりやすいが、外集団に対しては、両者がそ

れを修正しない限り敵対関係になりがちである。このようにカテゴリー化によって生じる偏見は無寇識的また自動的

に生じる。

最後に集団問関係にil:．目した研究としては、社会的アイデンテイティ理論がある。この理論では、自分のアイデン

テイティがどのような所辰集団のメンバーかという点を重視しているC （例 ．私はハーバード大学の学生だ）。その自

分のアイデンテイティを肯定的に保つために、所属する集団 （内拠団）を外集団よりも優れていると見なそうとする。

そのために内集団について肯定的なステレオタイプを形成し、外集団に対して否定的なステレオタイプや偏見を促進

させ差別的行動をとる。

以上のように、これらの研究は異なる方向で偏見の形成と原因について論じているが、これらは複合的に関係して

いると言える。特に、咬こニュ ー化による偏見は無意識的、また自動的に生じてしまうため、偏見の形成を防ぐこ

とは非常に難しいことがわかる。

グローバル化の進行とともに日本人と外国人の異文化接触も不可避となる。異文化接触は、人々に時としてコンフ

リクトをもたらすだけでなく、その結果、偏見と排除、差別をもたらすことも考えられる。オ）レポー トは、相手に対

する知識の欠如が偏見形成に関わっているために、異なる集団間のメンバーが接触することで両者の理解や改善が促

されるとし接触に注日した。接触については単純に接触頻度が1窃ければよいというものではなく 、また、 偶然の接触

では肯定的態度は形成されないとし、ホス ト社会における人々の偏見などの態度変容を促すために、どのよ うな中廿互

作用が必要かという視点から接触仮説を提唱した。

（中略）

接触仮説によれば、ある条件が成立しなければ傑文化接触の焙結は必ずしも好意的になるとはいえないというもの

である。その条件とは、 1)対等な地拉：での接触、2)共通目標を目指す協働、 3)制度的支援．、4)表血的接触よ

り親密な接触であり、この4条件が満たされなければ、 異文化における策団間接触では効果的な作用は果たせないと

いうものであるc これは接触仮説の中核であり 、現在でも基本的には変化していない。（中略）

日本における接触仮説を理論的枠組みにした留学生研究では、裔井は日本人学生との親密な接触が多いほどH本人

からの差別的な態度を感じにくいことを示した。また、加賀美は留学生と日本人学生との交流合宿における教育的介

人を行った結果、双方とも協働的活動が程極的傾聴、言語学習の菫視の態度、創造性、協働性、 ［ここ］性の高揚

に効果があった。日本人大学生を対象にした調査では、外l墨1人の接触0)度合と外国人への親近感及び潜任的態度との

間に相閃がみられたが、接触の度合と偏見及び外国人イメージの肯定性との間には関連がみられなかった。このよう

に、接触の研究結果は肯定的な結果と否定的な結果の酉方がホされている。

以上のように、接触仮説は多文化化しつつある日本における外国籍住民や留学生と日本人との異文化接触を考える

うえで重要な知見を提供してくれる。しかし、直接接触がなくとも、自分の所属する集団のメンバーが、他の集団の

メンバーと良好な関係を結んでいるという知識があるだけでも、他の集団メンバーに対する偏見が解消する傾向が指

摘されている。こうした「拡張的接触仮説」に代表されるように、近年、接触仮説から多様な研究や教育実践が展削

されている。

（中略）

i.2偏見や差別される人の痛みを「足を踏む人」、［踏まれる人」という例で表現されることがある。足を踏んでいる

人は、踏まれている人の足を踏んでいることに気づいていないことがある，また、踏んでいることに気づいていても

知らんふりしている人もいる。しかし、踏まれている人は痛みを伴う c こうした足を踏んでいる人、踏まれている人

以外の人は、「足を踏まれている人＝差別されている人」の痛みや不当な扱いを見て同情するかもしれない。また、

「足を踏んでいる人＝差別 している人」に対して、こうした行動を絶対すぺきではないと思うかもしれない。さらに、

「自分でなくてよかった」と思う人もいるかもしれない。このように思う背景には「差別する人」と「羞別される人」

以外に「私の存在」は除かれている。

（中略）
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偏見低減にはシャープな人権意識を作るこ とが重要だと言われているが、シャープな人権感党は「私」をその場に

入れ込むことである。

グローバル社会の偏見について考えると、私たちを取り巻く状況や文脈、社会、文化、 時閻が変化することが前提

となる。そうするとマジョリティ側にいた自分がマイノリティ側の自分になる可能性をいつも等しくもっていること

がわかる。たとえば、今の自分が差別や偏見にさらされていなく ても、留学や転勤のため外国生活を送ることになれ

ば、これまでマジョリティ側にいた自分がマイノリティ側に移行する。また、私たちはいずれ誰でも高齢者となる 日

が来る。病気になり足腰が弱くなり一人では階段を上がれな くなるかもしれない。目も見えなくなるかもしれない。

ある集団の中で差別する側にいた人は、別の集団では差別される側にもなる。このよう に、文化移行などの空間軸と

加齢による変化などの時間軸を考えると、マイノリティとマジョリティは同定化されていない。私たちはいつでもマ

イノリティになりうる変化しうる動的な（ダイナミ ックな） 存在である。つまり、グローバル社会における多様性と

は、いつでも変化しうる動的な（ダイナミッ クな）多様性であると定式化できる。このように考える と、 偏見や苑別

を行うこ とは全く意味を持たないことといえる。マイ ノリティの立場を想像し共感することができる感性と、偏見や

差別を受け入れている人の問題を「私自身」の問題として痛みを共有できる感性こそが璽要であろう。

（出典：加賀美常芙代ほか編著 「多文化社会の偏見・差別」明石菩店、 2012年所収。問題作成の都合で一部省

略し、また一部表現を変えたところがある。）

問題文B

※この問題は、著作権の関係により掲載ができません。
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※この問題は、著作権の関係により掲載ができません。

（出典：ブレイディみかこ「真の危機はウイルスではなく 「無知』と 「恐れJ」、朝日新聞社編「コロナ後の世界
を語る」朝日新間出版、2020年所収。問題作成の都合で一部省略し、また一部表現を変えたところがある。）

1 問題文Aの文中［口こ］に当てはまる最も適切な語を（イ） ～ （へ）から 1つ選び、 マーク解答用紙にマー

クせよ。

（イ）同情 （口） 共感 （ハ）客観 （二）相互 （ホ）親和 （へ）主観

2 問題文Aの文中［ロコ、 仁ロコ 、 仁三コ に当てはまる語の組み合わせとして最も適切なものを （イ）

～ （二）から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

（イ） ②ステレオタイプ、③差別、④暴力 （口） ②偏見、③差別、④排斥

（ハ） ②ステレオタイプ、③偏見、④差別 （二）②差別、③誤解、④暴力

3 問題文Aの下線部(1)の理由として適切なものを、（イ）～ （ホ）から 2つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

（イ） 「権威主義的パーソナリティ」を持つ人々が存在する。

（口）私たちの生活の中には多くの情報があふれているため、即座に情報を理解し行動を起こせるよう に、日常

的に情報を単純化し整理している3

（ハ）自分が所属する集団（内集団）を外集団よりも優れている とみなそうとする傾向が人々には自然に備わっ

ている3

（二）」［当な根拠がないにも関わらず、 ある人々や集団に対して不平等あるいは不利益な扱いをする傾向が、

人々に自然に備わっているc

（ホ）グローバル化の進行とともに異文化接触が増えた分、コンフリクト（磨擦）が増えている。

4 問題文Aの下線部(2)以下文末までの部分にタイト ルをつけると したら、 どれが最もふさわ しいか、 （イ） ～ 

（ホ）から 1つ選び、 マーク解答用紙にマークせよ。

（イ）人のふり見て我がふり直せ

（口）情けは人の為ならず

（ハ）コスモポリタンのすすめ

（二）マジョリティの固定性

（ホ）対料の火事に しないために

5 問題文Bは欧州での新型コロナウイルス感染拡大時の差別に関する論考である。文中に挙げられた事象のうち、

問題文Aで説明された「ステ レオタイプ」の例として最も不適切なものを、（イ） ～ （ホ）から 1つ選び、 マー

ク解答用紙にマークせよ。

（イ）アジア人の学生が、）司級生から 「学校にコロナを広めるな」と言われた。

（口）地球に中国の国旗の柄のマスクをかぶせたイラストが、雑誌の表紙に使われた。

（ハ）新聞がウイルス感染の拡大を 「黄色い警報」と報じた。

（二）政治家が、感染拡大を多様性が生んだデイストピアでもあるかのように語った。

（ホ）政治家が移民と新型コロナウイルス感染とを関連づけた。

6 聞題文Bの下線部(3)に関連して、「無知」であることが、なぜ差別につながるのかを、問題文Aと問題文Bの

論考を踏まえて、記述解答用紙①に200字以内で論述しなさい。
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n 以下は、 2009年から2010年にかけて発覚した、ギリシャにおける経済統計の改ざん問題に関する文
章である。文章を読んで、下記の問い 1~5に答えよ。(40点）

※この問題は、著作権の関係により掲載ができません。
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※この問題は、著作権の関係により掲載ができません。
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（出典： DinaKyriakidou, "Numbers game turns nasty for Greek stats chief" in Reuters, March 14, 

2013. 問題作成の都合で一部省略し、また一部表現を変えたところがある。）

1 eurozoneユーロ圏。 EU参加国のうち通貨としてユーロを採用している国を指すc
？ ~ budget deficit財政赤字。
:l 
＇ギリシャヘの音金援助と引き換えに 、 ドイツを中心とするEU諸l苫lが、ギリシャに対し緊縮財政 (austerity)を求

めたという柑景があるc

4 bankroll (••• に）資金を出す。 (•••の）スポンサーになる。
5 GDP (= Gross Domestic Product)国内総生産。

6 EU rulesここでは「EU加盟国は、財政赤字の対GDP比率を 3パーセント以下に抑えること」とする）レール。

7 International Monetary Fund国際通貨基金。

8Eurogroupユーロ圏参加国の財務相による会合のこと。

9 bailout政府や銀行による資金援助(9

叫heTrojan Horse トロイの木馬。

1 本文の内容をホすものとして、最も適切なものはどれか。選択肢 (a)- (e)の中から1つ選び、マーク解

答用紙にマ←クせよ。

(a) Andreas Georgiou was hired to work with the police to find out who hacked the email account 

to access and download its contents. 

(b) George Alogoskuofis announced in 2009 that the budget deficit would come to 12. 7 percent of 

GDP instead of a previously estimated 6 percent. 

(c) George Papaconstantinou refused to create a new, independent statistics authority that would be 

part of an international bailout to rescue Greece from bankruptcy. 

(d) Some former ELSTAT board members alleged that Andreas Georgiou had inflated Greece's 2009 

budget deficit in order to justify tougher austerity measures. 

(e) The 2009 budget deficit figure reported to Eurostat was re-examined and revised upward to 

15.4 percent by Yannis Papathanasiou. 

2 ギリシャの統計改ざん問題について近い意見を有する人物のグループの分け方と して、最も適切なものを選択

肢 (a)~ (d)の中から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

(a) グループ1: Zoe Georganta, Andreas Georgiou, George Papaconstantinou 

グループ2: Nikos Klouvatos, George Papandreou, Yannis Papathanasiou 

(b)グループ1: Andreas Georgiou 

グループ2: Zoe Georganta, Nikos Klouvatos, George Papaconstantinou, 

George Papandreou, Yannis Papathanasiou 

(C)グループ1: Andreas Georgiou, Nikos Klouvatos, George Papaconstantinou 

グループ2: Zoe Georganta, George Papandreou, Yannis Papathanasiou 

(d)グループ1: Andreas Georgiou, George Papaconstantinou, George Papandreou 

グループ2: Zoe Georganta, Nikos Klouvatos, Yannis Papathanasiou 

--. 8.--



3 本文をふまえて、修正後のEurostatの統計に基づく 1995年から2012年までのギリシャの経済状態の推移を表

すグラフとして最も適切なものを選択肢 (a)- (d)の中から 1つ選び、 マーク解答用紙にマークせよ。

(a) (b) 
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以下の空欄［こコ ～ ［三コに文中から推測される数字として最も適切なも のを空憫に続く選択肢 (a)

(e)から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

議論を簡単にするためにAndreasGeorgiouは2012年のギリシャのGDPを210億米 ドルと椎定しているもの

と仮定する。このとぎ ZoeGeorgantaの計算によれば、2012年のギリシャのGDPの貞の値は仁口こ］

[ (a) 100 (b) 200 (c) 300 (d) 400 (e) 500]億米ドルである。 その値と、彼女の主張する財政

赤字のGDP比に基づけば、ギリシャの財政赤字 は最冷iでも ［三こ］ ［（a) 4 (b) 8 (c) 12 

(d) 16 (e) 20]億米ドルとなる。 IMFおよびEUの見解がAndreas Georgiouのそれと同ーであるとす

るならば、 AndreasGeorgiouによるギリシャの財政赤字の大きさの推定値は210億米 ドルの6.6パーセント

である。よってZoeGeorgantaによる推定値は、 AndreasGeorgiouの椎定値の約［三こ］ ［（a) 6. 6 

(b) 13. 9 (c) 54. 2 (d) 86. 6 (e) 115. 5]パーセントになる。

，
 



5 経済統計などのデータの中から、改ざんなどによる作為的な値を見つけるために、 「ベンフォードの法則

(Benford's law）」が用いられることがある。ベンフォードの法則とは、実社会の観察から得られた大規模な統

計データについて、そこに含まれている数の巌大桁に関する経験則のことである。ここで 「ある数の最大桁」と

は、例えばその数が「2594563」であれば「2」を、「3.141592」であれば 「3」を指す，ペンフォードの法則に

よれば、実社会で観察される数,•字の最大桁は 1 であることが最も多く、 9 である場合が最も少ない。以下の表 l

には、ベンフォードの法則による各数の相対度数 （全体の中での比）が示されている。

表1:ベンフォー ドの法則による社会で観察される数の最大桁の相対度数

埒り認玉 I 。;。1 1 。そ76 1 。f25 1 。]，7 | 。心， I 。g67 7 
0.058 

8 

0.051 

(1) 16個の自然数2o, 2 1, 2 2_ ..., 2 15についての、最大桁の相対度数を示している表として最も適切な ものを

選択肢 (a)~ （d)の中から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。ただし以下の表では、最大桁が1か

ら5までの相対度数のみを示しており、かつ四捨五入により小数点以下3桁までを示している。

(a) 

最大桁 l l 
相対度数 i0. llO 

2 
0. 112 

3 
0. 125 

4 
0. 121 

5 
0. 100 

(b) 

最大桁 I 1 
i相対度数 Io 227 

(C) 

「―—了

0 301 

(cl) 

最大桁 1 
相対度数 0.313 

2 | 3 
0. 312 i 0. 125 

4 
0. 187 

5 
0.079 

。麟 I。i25
4 

0.097 

，
 

7
 

5

0

 
oi 

4 
0. 125 1 。163

(2)以下の表2には、 EU参加l国が提出した統計姿料のすべてに基づく 、最大桁の相対度数が示されている。また

表3には、ギリシャが提出した姿料のみに基づく、最大桁の相対度数が示されている。ベンフォー ドの法則を

ふまえて、これらの表からギリシャにおける統酎改ざん問題に関して推測できることを、記述解答用紙①に日

本語で200字以内で記しなさいヮ

表2:全EU参加国の統計資料における最大桁各数の相対度数

※この図は、著作権の関係により掲載ができません。

表3: 2008年に作成されたギリシャの統計資料における最大桁の相対度数

※この図は、著作権の関係により掲載ができません。
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ill Read the statement below and write a paragraph giving at least two reasons why 

you agree or disagree with it. Write your answer in English in the provided box 

on your written answer sheet（記述解答用紙②）．（15点）

"Participants in online conversations should use their real names." 

[END OF TEST] 
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ふ
じ甜 合 問 日酉疋

受

験

番

記述解答用紙①

注意

(l) 所定の間以外に番号 ・氏名を習いてはならない。

また，解答欄以外には何も需いてはならない。

(2) 解答はすべてHBの黒鉛筆またはHBのシャープ

ペンシルを使用するこ と。

ヶL
J 

万 千 占
い

； 

+ 1 -

氏

名
| 

（注意）所定欄以外に受験番号 ・氏名

を記人してはならない。記入

した解答附紙は採点の対象外

となる場合がある。

: 受□! ＿ 千 ・日．-,.-̀-,l' + —I -~—--
ー・y••····· ―̀`---,--

7亡」L 

" •V …"̂”’ •• ·~·····-•』●●9」ャし●9●, ... 
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氏

名 1

（注意） 所定榛1以外に受験番号 ・氏名

を記入してはならない。記入

した解答用紙は採点の対象外

となる楊合がある。

総合問題 ①

採 点 欄

（この欄に告き入れてはならない）
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〈2022R04167011〉

総 合間題
記述解答用紙②

注意

(1) 所定の欄以外に番号・氏名を書いてはならない。

また，解答欄以外には何も密いてはならない。

(2) 解答はすべてHBの黒鉛筆またはHBのシャープ

ペンシルを使用すること。

受

験

番

号

干

〈2022R 04167011〉

+ | -

l 

氏

名

（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名

を記入してはならない。記入

した解答用紙は採点の対象外

となる場合がある。

受

験

番

号

万 千 百 十

氏

名

（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名

を記入してはならない。記入

した解答用紙は採点の対象外

となる場合がある。

総合問題 ②

採 点 欄

（この棚に書き入れてはならない）

III 

III 
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